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　2008年 5月より，脊髄損傷の基礎研究目的に 2年間
の予定でマイアミ大学に留学中です。この度ここに留
学記を記す機会を頂きましたので，僭越ながらマイア
ミでの生活について書かせて頂きます。
　マイアミと聞いて，みなさんがまず思い浮かべるの
はやはり燦々と輝く太陽とビーチだと思います。私も
マイアミについてはその程度しか知りませんでした。
しかし，留学するからにはその土地がどういう所なの
か予習しなければいけません。選んだ予習教材は映画
「マイアミバイス」。…見てはいけないものを見てしまっ
た気がしました。そこには麻薬で汚染された街で人々
が次々と銃で撃ち殺されていくという全米屈指の犯罪
都市の姿が赤裸々に描写されていたのでした。その次
に予習する予定だった「CSI: マイアミ」は観るのをや
めておいたのは言うまでもありません。
　マイアミはアメリカの中でも日本から最も遠くにあ
る都市のひとつでしょう。フロリダ半島の南端に位置
し，緯度的には沖縄の那覇よりやや南にあります。当
然気温は高く（年間平均気温25度），日中の日差しはか
なり強いものです。冬でも日中は半袖で過ごせます。
6月から11月まではハリケーンシーズンですが，幸い
私の滞在中はハリケーンの直撃はまだありません。
　マイアミの街を歩いてすぐに気づくのは街中で聞こ
えてくるのは英語よりもスペイン語が多いということ
です。マイアミの人口の60％以上がヒスパニックと言
われていますが，実際，街中での体感度としては90％
がヒスパニックです。そのなかでも，キューバ人がヒ
スパニックの最大のグループを形成しています（マイ
アミからキューバの首都ハバナまで直線距離で約360
㎞。）。英語を全く話せないヒスパニックも少なくあり
ませんが，周りに英語を話せるヒスパニックが必ずい
るため，スペイン語だけしか話せなくても彼等は全く
困りません。アメリカ全体でも今後ヒスパニックが白
人の数を追い抜いてmajorityになるといわれており，
今後アメリカへ留学を考えている方は英語よりもスペ
イン語を勉強した方がいいかもしれません（?）。私は
スペイン語を全く話せません。一度ヒスパニックの掃
除のおばさんに顔をジーッと見られた後に“Do you 
speak Spanish?”と話しかけられ，“No, I don’t.”と答
えたら驚かれたことはありますが，残念ながらスペイ
ン語を話せそうな顔だけでは全く意味がありません。
　さて，いわゆるマイアミのイメージにピッタリの場
所はサウスビーチというビーチでしょう。人工のビー
チですが，本当に美しいです。照りつける太陽。ビー
チバレーに興じる若い男女。夜もかなり遅くまで（朝
まで）レストランやバーが賑やかで，全米からはもち
ろん，ヨーロッパからも観光客が多くやってきます。
しかしその一方で殺人，強姦，強盗などの事件もサウ
スビーチ周辺で起こっているのも事実で，私も初めて
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サウスビーチの中でも最も賑やかな場所のひとつ，
オーシャンロード。右手はもうすぐそこが海です。
マイアミのオフィス街と高級マンション群。
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サウスビーチに夕食に連れて行ってもらったその日に，
人が刺されて地面に横たわっているのを警官が取り囲
んでいるという衝撃的な場面に遭遇しました。治安に
ついて言えば，危険な地域はマイアミの北部にあり，
サウスビーチも含めて他の地域は比較的安全なのです
が，日本と違うところは，安全な地域の中でも道一本
隔てた場所が危険な場所であったりすることです。私
自身は幸いこれまで危ない目にあったことはありませ
んし，危険な地域にも近づいたことはないので，特に
治安については今のところ不安を感じてはいません。
　マイアミから車で 3時間ほど南下していくと，ヘミ
ングウェイが在住していたところとして有名な小さな
港町，キーウエストがあります。マイアミと違い落ち
着いたとても雰囲気のいいところです。キーウエスト
に行く途中には，海の上をまっすぐに伸びていくセブ
ンマイルズブリッジがあります。真っ青な空と海の間
を大音量でロックを流しながらドライブするのは中々
爽快です。また，北へ車で 3時間程走ると，ディズニー
ランドやユニバーサルスタジオで有名なオーランドに
着きます。他にもエバーグレーズ国立公園がマイアミ
から車で 1時間ほどのところにあります。
　私の勤務するMiami Projectは，脊髄損傷をメインに
脳損傷も含めた中枢神経の再生を研究しているマイア
ミ大学医学部附属の機関で，1985年に設立されました。
基礎から臨床まで数多くのラボがあり，研究者も200人
を超えるため，研究内容はかなり多岐にわたります。
その中で代表的なものは脳・脊髄損傷に対する低体温
療法，脊損に対するシュワン細胞移植，cAMP投与で
はないかと思います。私のボスである，Prof. Bunge
は既に他界された旦那さんと共にシュワン細胞の研究
によってMiami Projectを発展させてきた中心的研究
者であり，ご高齢ですが神経再生に対する興味が並々
ならぬものであるのをヒシヒシと感じます。現在は脊
損に対するシュワン細胞移植の治験をFDAに申請す
る準備に力を入れていらっしゃいます。私のラボのメ
ンバーはポスドクがおよそ 6～ 7人，テクニシャンが
5～ 6人ほどで成り立っています。これに加えて大学
生，大学院生などが随時数名在籍しています。国籍は
ロシア，カナダ，アルゼンチン，キューバ，グアテマ
キーウエスト。のんびりとした，心地よい
街です。
ラボメンバー記念撮影。後列左から 7人目がボスのProf. Bunge，
前列左が筆者。
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ラ，ドミニカ共和国，スリランカ，そしてアメリカなど，
多国にわたりますが，ここでもやはりヒスパニックが
majorityでスペイン語がいつも聞こえてきます。この
ような中で，私自身は脊損に対する神経幹細胞移植治
療の研究をやっています。
　あまり仕事について長々と書いても面白くないので，
いくつかこちらに来て私が気づいたことについて以下
に記しておきます。
・マイアミ人の運転マナー
　マイアミ人の運転マナーは最悪です。ニューヨーク
よりも悪いそうです。千葉も相当悪いと思っていまし
たが，比べものになりません。急発進，急停車，ウイ
ンカー出さずに車線変更，右折左折は当たり前。車線
変更も車一台分のスペースがあるとすかさず入り込ん
できます（もちろんウインカーなしです）。車間距離も
かなりの狭さです。さらに，ドライバーの半数以上が
携帯電話で話しています（中にはメールを打っている
人も !）。というわけで，必然的に事故も多くなります。
雨が降ると，自宅からラボまでの20分間の運転の間に
必ず事故を見ます。事故が多い原因はマナーもさるこ
とながら，車検制度がないのも影響していると考えら
れます。路上で止まっている車を頻繁に見かけますし，
高速道路ではパンクしてちぎれたタイヤの破片がよく
転がっています。帰国するまでに事故に遭わないよう
にただ祈るばかりです。
・ファストフード
　私は日本ではファストフードの店に対して，小ぎれ
いな感じのどちらかというといいイメージを持ってい
ましたが，こちらのファストフードの店の印象は大分
違います。一言でいうと，「なんか汚い」。店員は大抵
ヒスパニックか黒人ですが，正直に申し上げて，あま
り態度がよろしくないです。注文がよく聞こえなかっ
たりすると“Ha!?”とか大声で言われます。そんなと
きは，まるで怒られている気分です。もちろんスマイ
ルなんてありません（お金を払ってもスマイルは出て
こないでしょう）。私がこれまでに行ったファストフー
ドの店の中で最悪なのは，medical campus内にあるマ
クドナルドです。ここでは，カウンターの向こうで店
員がハンバーガーを食べながらレジをうっているのを
見ることができます。また，ハンバーガーの味が毎回
微妙に違います。適当に作っているのでしょう。自由
な国です。ちなみに私が好きなファストフードの店は
バーガーキングですが，バーガーキングはマイアミが
発祥の地だそうです。これを知ってからより一層親し
みがわきました。
・ゲインズビル
　2008年の10月から 2ヶ月間は共同研究の為に，フロ
リダ大学のあるゲインズビルでモーテル暮らしをしま
した。ゲインズビルはマイアミから北へ約500㎞，車で
5時間程のところにあります。ゲインズビルはフロリ
ダ大学の学生と職員の為の街といった感じで，マイア
ミに比べて静かな印象でした。ヒスパニックも少なく，
大学で最初に気づいたことが，スペイン語が聞こえな
いことでした。マイアミに来てから 5ヶ月でいきなり
また知らないところへ 1人で乗り込むのはかなり不安
でしたが，ここでは，Neural Stem/Progenitor Cellを
世界で最初に分離培養することに成功した研究者の一
人であるDr. Reynoldsからいろいろ話を聞くことが出
来，貴重な経験をしました。ただ，ゲインズビルはマ
イアミよりもかなり気温が低く（滞在中にマイナス 5
度を記録 !），マイアミからTシャツでやってきた私に
とってはこの寒さはかなり応えました。
・経済危機
　先のサブプライムローンに端を発する経済危機の影
響で，私の滞在中にも少し変化が表れています。Miami 
Projectでは大口の寄付がいくつか減ったようで，各部
ラボの建物の前には緑の美しい中庭があり，昼時
は噴水の周りで研究者達がランチをとる姿が見ら
れます。噴水は，スーパーマンの俳優であり，後
に落馬事故で脊損になった故クリストファーリー
ブを偲んで造られたものです。
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署で節約するように職員全員にメールが来ました。ま
た，給料に見合った仕事をきちんとしているかどうか
見極めるためでしょうか，全ての研究者が研究部門の
トップと面談を行いました。私は，クビになったら日
本に帰るしかないか，と軽い気持ちで望んだのですが，
テクニシャンなどはかなり入念に準備をして面談を受
けていました。他のある研究施設では，半数近くの研
究者が職を失ったとも聞きました。Miami Projectでは
クビを切られた話は殆ど聞かないので，比較的経済的
なダメージは少なかった方なのでしょう。
・大統領選挙
　2009年 1月21日オバマ大統領の就任演説が行われま
した。この瞬間はみんなテレビに釘付けで，キャンパ
スから全ての人影が消えました。アメリカにとって，
世界にとって歴史的な瞬間です。アメリカに来て 1年
にもならない日本人の私にとっては，凄いことがおこっ
たのだと頭では分かっているのですが，その本当の凄
さが理屈抜きにストレートに響いてこないのが正直な
ところでした。しかし，あれだけの大観衆を前にして
演説する姿は，それだけで目にするものに訴える何か
があり，その瞬間をアメリカで迎えられたことは非常
に貴重な体験だったと思います。アメリカは一言で表
すと，「いい加減な国」だと思うのですが，そのいい加
減さが，自由や多様性を許容するこの国の土壌になっ
ているのだと思います。白人でない，しかもこんなに
若い人物を国のリーダーとすることに，これだけ熱狂
できる懐の深さは，この国の誇るべきものの一つであ
ることに間違いありません。そのような懐の深さを享
受できる環境で生まれ育っていることに関してはただ
ただ単純にアメリカ人をうらやましく思います。
　以上つらつらと書きましたが，これまで生まれ育っ
た場所のそれとは全く異なる文化・思想に囲まれて生
活していますので，失敗や笑い話も含めて，ここに記
した以上に多くの事を毎日発見，経験させて頂いてお
ります。これまでの諸先輩方の留学記にもアメリカと
日本の違いについて，既に多くの鋭い指摘が記されて
おり，正にそうだと思う一方で，マイアミという街自
体の抱える背景による特殊性を感じる場面も多々あり
ます。この留学期間中のこれらの経験が今後の人生の
糧となるようにさらに見識を広めていきたいと考えて
おります。
　最後にこの留学を快く了承して下さった高橋和久教
授をはじめ，千葉大学整形外科同門の先生方，および
このような機会を与えて頂いた千葉医学会に感謝致し
ます。
Muchas gracias!　
